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研究評価委員会「脱炭素化に向けた次世代航空機実用化開発調査事業」

（終了時評価）事業評価分科会に係る評価項目・基準 
 

 

1. 必要性について（位置付け、目的、目標等の妥当性） 

・政策における「事業」の位置付けは明らかであったか。 

 ・政策、市場動向等の観点から「事業」の必要性は明らかであったか。 

 ・NEDO が「事業」を実施する必要性は明らかであったか。 

 ・「事業」の目的は妥当であったか。 

 ・「事業」の目標は妥当であったか。 

 

2. 効率性について（実施計画、実施体制、実施方法、費用対効果等の妥当性） 

・「事業」の実施計画は妥当であったか。 

 ・「事業」の実施体制は妥当であったか。 

 ・「事業」の実施方法は妥当かつ効率的であったか。 

  ※案件ごとの NEDO の運営・管理は妥当であったかの視点を含む。 

 ・「事業」によりもたらされる効果（将来の予測を含む）は、投じた予算との比較にお

いて十分と期待できるか。 

 ・情勢変化に対応して「事業」の実施計画、実施体制等を見直している場合、見直し

によって改善したか。 

 

3. 有効性について（目標達成度、社会・経済への貢献度） 

 ・最終目標を達成したか。 

 ・社会・経済への波及効果が期待できる場合、積極的に評価する。 
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